
まちづくりワークショッ

             

地域の資源（地域の良い

■交通・利便性 

・バイパスが近くにあり、

・ＪＲの赤石駅が近くにあ

・買い物などが便利になっ

・市バスが通っている 

・陸路、水路、空路が便利

■コミュニティ 

・何かあると小学校に集ま

・住民の絆が強い 

・誰とでも話ができる 

・昔から農家が多い 

■自然 

・海、山、風景良し 

・田園風景がよい 

・緑が多い 

・水が旨い 

■食品、食材 

・良質のちりめん、わかめ

・魚、肉、野菜、何でも手

・農作物（特にお米）が美

■学校・施設 

・いつでも利用できる 

・赤石に体育館、グラウン

■企業 

・大きな企業ある（工場等

・コンテナヤードがあり、
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2012.7.12 開催 会場：新開公民館

ワークショップの様

ワークショップの主な意見・

地域の課題（地域の良くないところ、改善

■自然災害 

・高台に新たな宅地を作る 

・新耐震にダメ（新開小学校） 

・避難場所がない 

・堤防がない（赤石港から和田島港まで

・遊水池が少ない 

・最近のハザードマップでは、住宅地は

・現在の市街化地域に家を建てるか？（

■都市基盤 

・昔からの街並みでインフラ等の整備が

・用水路の排水が悪い 

・下水道の整備 

・県道、市道の拡幅 

・歩道の高低差（車の進入路）がある

・通学路が狭く、危険 

■線引き 

・線引きを見直し 

・都市計画そのものの見直し（抜本的に

・市街化調整区域での問題がある（税金

■交通 

・バスの本数が少ないし 

・市営バスが廃止されたら移動手段がな

■まちの施設 

・景観が壊れるため必要がない 

・新設の同種の商業施設が多い 
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金面、住宅ができない）

なくなる 

■災害に強いま

・情報が多い

・計画の見直

・避難シェル

・赤石山を開

・津波避難タ

・住宅地を新

・人のつなが

■活気のあるま

・若い人が地

・各町内でシ

・ふれあいの

・住みやすく

■誘致 

・企業誘致

・一流大学（

・集客力のあ

・開発可能な

■港湾整備 

・港の整備と

・赤石港の整

■自然 

・自然と調和

シート） 
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将来像（こんなふうになったらいいなあ）
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直し（津波につかる） 

ルター（地下） 

開発して、市役所、消防署、ヘリポートを

タワーの設置 

新たに高台につくる 

がりを活かし、助け合いや協力できるまち

まちづくり 

地域に関心を持つイベント 

シンボルを設置 

のある明るいまち 

く人が集まってくる地域 

（教育機関）の誘致 

ある商業施設の誘致 

な地域にしてもらいたい 

と有効利用による活性化 

整備（ヨット、プレジャー等） 

和のとれたまち 
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